
基盤研究支援センター 年報 2017 

１．概要 

基盤研究支援センターは、学内共同教育研究施設として遺伝子実験、動物実験、機器分析及

び放射性同位元素実験における教育、研究活動の推進、研究基盤の整備や地域イノベーション

創出などの産学連携活動に取り組んでいます。信州大学の生命科学や環境、物性科学の各分野

が連携することで、より高度な実験を安全かつ効率的に実施できる環境を整えるとともに、総合的

な教育研究支援のできる人材育成と教育研究の向上を目指しています。 

 

2．推進体制 

基盤研究支援センターは、信州大学における遺伝子組換え実験、動物実験、放射性同位元素

実験などの実験計画書の審議、法令、安全指針に基づく安全教育、管理ならびに研究の支援を

行なう「遺伝子実験支援部門」、「動物実験支援部門」、「RI 実験支援部門」の３部門、共同利用機

器の整備、運用に関するマネージメント、分析機器の学内外の共同利用の推進及び分析機器を

用いた研究支援を行なう「機器分析支援部門」、本学の機器の整備計画や効率的な運用業務を

立案等をする「研究設備サポート推進室」から構成されています。 

 

 

 

【委員会】 

基盤研究支援センター運営委員会 

 委員長  菊池 孝信 機器分析支援部門長（センター長） 

 委 員  林田 信明 遺伝子実験支援部門長（副センター長） 

樋口 京一 動物実験支援部門長 

竹下 敏一 放射性同位元素利用部門長 

   松村 英生  遺伝子実験支援部門専任教員 

   小笠原 寛 遺伝子実験支援部門専任教員 

植村 健  遺伝子実験支援部門専任教員 



吉沢 隆浩 動物実験支援部門専任教員 

廣田 昌大 放射性同位元素利用部門専任教員 

橋本 佳男 機器分析支援部門長野（工学）分室長 

下里 剛士 機器分析支援部門伊那分室長 

森脇 洋  機器分析支援部門上田分室長 

亀谷 清和 研究設備サポート推進室長 

山本 日出夫 研究推進部長 

千葉 正勝 財務部長 

南保 政弘 環境施設部長 

 

遺伝子実験支援部門運営委員会 

 委員長  林田 信明 遺伝子実験支援部門長 

 委 員  松村 英生  遺伝子実験支援部門専任教員 

   小笠原 寛 遺伝子実験支援部門専任教員 

   池田 勉  繊維学部副学長（事務担当） 

   坂口 雅彦 教育学部 

田渕 克彦 医学部 

   片岡 正和 工学部 

   竹野 誠記 農学部 

   海老沼 宏安 繊維学部 

 

動物実験委員会 

委員長（医学系） 樋口 京一 動物実験支援部門長  

副委員長（医学系）松本 清司 動物実験支援部門専任教員 

委員（医学系） 吉沢 隆浩 動物実験支援部門専任教員 

  柴 祐司  バイオメディカル研究所 

  上條 祐司 医学部附属病院 

  今村 哲也 医学部 

  森 政之  バイオメディカル研究所 

  髙橋 知音 教育学部 

  山本 日出夫 研究推進部 

委員長（農学系） 藤田 智之 農学部 

副委員長（農学系）濱野 光市 農学部 

委員（農学系） 渡邉 敬文 農学部 

  平松 浩二 農学部 

  河原 岳志 農学部 



米倉 真一 農学部 

高木 優二 農学部 

上原 三知 農学部 

東間 美博 農学部 

 

動物実験支援部門会議 

委員  樋口 京一 動物実験支援部門長  

  青山 俊文 大学院医学系研究科 

  寺田 信生 医学部保健学科 

濱野 光市 農学部 

松本 清司 動物実験支援部門専任教員 

吉沢 隆浩 動物実験支援部門専任教員 

  高木 雅哉 医学部 

   千葉 正勝 財務部長 

山本 日出夫 研究推進部長 

   南保 政弘 環境施設部長 

   大竹 博昭 医学部事務部長 

 

機器分析支援部門会議 

 委員長  菊池 孝信 機器分析支援部門長 

委 員  橋本 佳男 機器分析支援部門長野（工学）分室長 

  森脇 洋  機器分析支援部門上田分室長 

  下里 剛士 機器分析支援部門伊那分室長 

  高瀬 弘樹 人文学部 

  坂口 雅彦 教育学部 

   山代 忠邦 経済学部 

   朴 虎東  理学部 

   金 継業  理学部 

   滝 伸介  医学部 

   大塚 勉  全学教育機構 

   亀谷 清和 設備サポート推進室 

   山本 日出夫 研究推進部長 

   千葉 正勝 財務部長 

   南保 政弘 環境施設部長 

   大竹 博昭 医学部事務部長 

 



放射性安全管理等委員会 

委員長  中村 宗一郎 理事（研究、産学官・社会連携担当） 

委 員  神原 浩  教育学部 

  天児 寧  理学部 

  市野 隆雄 理学部 

  廣田 昌大 放射性同位元素利用部門専任教員 

  鈴木 佳代 機器分析支援部門 

  梶田 昌史 工学部 

  河原 岳志 農学部 

  林田 信明 遺伝子実験支援部門長 

  下坂 誠  繊維学部 

  角谷 眞澄 医学部附属病院 

  森田 洋  健康安全センター長 

   山本 日出夫 研究推進部長 

南保 政弘 環境施設部長 

 

 

活動状況 

【登録状況】 

 

（１） 施設利用登録者数 

部局 遺伝子 動物 機器分析 RI 

   伊那 上田 長野 松本  

教育、教育学研究科 0 0  0 19 0 0 

理、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
0 3  0 1 39 0 

医、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
2 581  0 0 217 4 

工、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
3 0  2 412 0 0 

農、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
0 80  1 0 18 0 

繊 維 、 総 合 理 工 学 研 究

科、総合医理工学研究科 
178 8  35 9 28 0 

全学教育機構 0 0  0 0 0 2 



その他（学内） 0 0  0 0 29 0 

信州大学以外 13 0  7 0 63 0 

計 196 667  45 377 394 6 

 

 

【施設・機器利用状況】 

 

（１） 入館者数 （延べ人数） 

 動物実験施設（松本）  29,308 名 

 放射線管理区域内     619 名 

 

（2） 動物実験計画書申請件数 

部局 新規 変更 軽微変更 継続 計 

理学部 2 0 0 0 2 

医学部 35 4 15 90 144 

医学部附属病院 13 0 6 25 44 

医、総合理工学研究科、総合医理工学研究科 13 4 2 25 44 

バイオメディカル研究所 13 2 2 11 28 

農、総合理工学研究科、総合医理工学研究科 23 1 11 29 64 

繊維、総合理工学研究科、総合医理工学研究科 3 0 0 6 9 

基盤研究支援センター 6 0 1 12 19 

計 108 11 37 198 354 

 

（3） 機器利用状況 

遺伝子実験支援部門 

施設・機器 使用状況 単位 

ＤＮＡシークエンサー ABI3130 448 ラン数 

次世代 DNA シークエンサー(MiSeq) 12 ラン数 

バイオイメージングアナライザ 64 回 

電気泳動像解析装置 1213 回 

微分干渉蛍光顕微鏡 311.97 時間ｈ 

蛍光実体顕微鏡 2.2 時間ｈ 

超遠心機 80 回 

遠心濃縮機 1/12 回/時間ｈ 

マイクロプレートリーダー 16.3 時間ｈ 



ＨＰＬＣ * 回 

分光光度計 66 回 

微量分光光度計 179 回 

超純水製造器(Milli-Q) 928.2 L 

超音波破砕機 0.2 時間 h 

サーマルサイクラー 160 回 

ジーンパルサー 26 回 

SPM プローブ顕微鏡 14.5 時間ｈ 

共焦点レーザー顕微鏡 120 時間ｈ 

*：機器の修繕、調整を行っていたため集計せず。 

 

機器分析支援部門 

施設・機器 使用回数・時間 使用人数（延べ） 

分析透過型電子顕微鏡 JEM-2100F(HT)  271 61 

汎用透過型電子顕微鏡 JEM-1400(HC)  601 175 

分析走査型電子顕微鏡日本電子 JSM-7600F  291 104 

低真空走査型電子顕微鏡 JSM-6510LV  62 25 

高速共焦点レーザー顕微鏡 Zeiss LSM 7 LIVE  184 71 

共焦点レーザー顕微鏡 Zeiss LSM 880  353 179 

共焦点レーザー顕微鏡 Leica TCS SP8  362 213 

組織切片数値解析システム Vectra3 180 96 

セルソーターBD FACSAria III  282 46 

セルソーターBD FACSAria IIu  302 69 

細胞自動解析装置 BD FACSCanto II  656 543 

細胞自動解析装置 BD FACSCalibur  80 127 

細胞自動解析装置 BD FACSCelesta 526 183 

定量 PCR 装置 ABI Step One Plus  906 447 

MALDI-TOF 質量分析装置 AB SCIEX TOF/TOF 

5800  
294 159 

タンパク質相互作用解析装置 GE BIACORE T200  45 73 

精密粒度分布測定装置 Beckman Multisizer 4  105 36 

多機能マイクロプレートリーダー DS Power Scan 4  117 126 

レーザーマイクロダイセクション装置 Zeiss PALM  17 10 

生細胞観察システム 484 182 

超微量分光光度計 NanoDrop 2000  178 361 



myECL Imager  358 365 

Ion PGM 前処理装置 Ion Chef  385 84 

 

機器分析支援部門 伊那分室 

施設・機器 使用回数・時間 使用人数（延べ） 

透過電子顕微鏡 310 105 

高分解能フーリエ変換核磁気共鳴装置 683 1362 

デジタル旋光計 8 36 

フーリエ変換赤外線分光装置 25 152 

全自動細胞解析装置 278 338 

液体クロマトグラフ質量分析計 1187 109 

超遠心分離機 37 2 

原子吸光光度計 4 2 

共焦点レーザー顕微鏡 FV1000-D 497 225 

共焦点レーザー顕微鏡 TCS SP2 33 14 

KS400 アキシオビジョン 33 14 

超純水製造装置 22 64 

プロテインシーケンサー 72 6 

ルミノ・イメージアナライザー 7 6 

FACS 解析ソフト FlowJo 65 144 

画像解析用ソフト Image-Pro 118 64 

リアルタイム PCR 装置 5 3 

 

機器分析支援部門 上田分室 

施設・機器 回数・時間・容量 使用人数（延べ） 

3D プリンタ NJB-300W 1436 63 

3D プリンタ UP!Plus 3289 65 

CCD カメラ付偏光顕微鏡 65 29 

DNA シーケンサー 444 239 

DNA シーケンサー解析ソフトウエア 16 16 

EDS（エネルギー分散形元素分析装置） 238 166 

LCMS(液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析) 557 51 

μEDX(ｴﾈﾙｷﾞｰ分散型微小部蛍光 X 線分析装置) 77 32 

ガスクロマトグラフィ GC-2014 1 1 

スパッタ装置 JFC-1600 619 396 



ハンディ 3D スキャナ 44 11 

ラマン分光光度計 238 98 

レーザ加工システム 39 14 

ワイヤーカット放電加工機 105 25 

空間電荷計測装置 53 16 

実体顕微鏡 6 10 

走査電子顕微鏡 JSEM-6010LA 975 493 

抵抗率計 21 22 

透過型電子顕微鏡 JEM-2100 299 81 

表面プラズモン共鳴（SPR)測定装置 393 88 

 

機器分析支援部門 長野分室 

施設・機器 使用回数・時間 使用人数（延べ） 

電子プローブマイクロアナライザーEPMA1610 594 146 

走査型電子顕微鏡 FE-SEM JSM-7000F 2,235 901 

集束イオンビーム装置 SMI2050 177 24 

透過型電子顕微鏡 JEM-2010 106 42 

走査型透過電子顕微鏡 STEM HD2300A 169 89 

多目的 X 線回折装置 1,126 383 

微小領域 X 線回折装置 IP-XRD 413 55 

蒸気・窒素吸着装置 336 56 

三次元測定装置 80 24 

核磁気共鳴測定装置NMR 300MHz 727 2,636 

核磁気共鳴測定装置 NMR 500MHz 27 40 

単結晶 X 線構造解析装置 23 5 

液体クロマトグラフ/飛行時間型質量分析装置 58 43 

GC-MS 218 32 

イオンミリング装置 IM 1,162 195 

卓上型走査電子顕微鏡 TM1000 127 92 

 

（4） 受託研究支援 

動物実験支援部門 

支援業務 件数 

胚操作 （クリーニング） 1 

胚操作 （胚凍結、融解） 7 



 

機器分析支援部門 

支援業務 件数 サンプル数 

光顕試料作製 パラフィン包埋・HE 染色・未染色 361 11,390 

電顕試料作製 包埋・光顕（TB）標本・超薄切 52 302 

DNA シークエンス 662 15,627 

セルソータ依頼分析 FACSAria IIu/Aria III 59 165.5（h） 

 

機器分析支援部門 伊那分室 

支援業務 件数 サンプル数 

NMR 受託測定業務 4 4 

質量分析受託測定業務 1 1 

 

機器分析支援部門 上田分室 

支援業務 学内件数 学外件数 

電子顕微鏡（TEM）試料作製 22 0 

電子顕微鏡（SEM）試料作製 13 0 

LC/MS試料作製と分析補助 5 1 

GC試料作製と分析補助 2 0 

微生物培養指導 5 0 

装置講習（TEM） 23 0 

装置講習（SEM） 60 0 

装置講習（EDS） 26 0 

装置講習（ラマン分光光度計） 13 0 

装置講習（蛍光Ｘ線分析装置） 11 0 

装置講習（3Dプリンター、３Dスキャナ） 9 0 

装置講習（その他） 10 0 

技術相談 61 17 

依頼分析 20 12 

 

機器分析支援部門 長野分室 

支援業務 件数 サンプル数 

電顕(TEM)試料作製 (断面,平面,分散) 31 80 

電顕(SEM)関連試料作製 63 190 

 



（５） 実験動物購入（導入）数、飼育数、及び犠牲動物数 

動物実験支援部門（松本） 

動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 5,621 11,003 41,915 

ラット 1,240 406 1,704 

モルモット 56 4 66 

ウサギ 25 6 14 

 

（伊那） 

動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 1,029 456 1,473 

ラット 171 36 129 

ニワトリ 235 235 135 

 

（上田） 

動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 645 745 921 

ラット 26 5 111 

 

（６）アイソトープ年間使用数量および保管数量 

非密封核種 受入数量 使用数量 保管数量 廃棄数量 

131I 185 MBq 26.8 MBq 15.4 MBq 169.6 MBq 

35S 3.7 MBq 1.85 MBq 0 MBq 3.7 MBq 

51Cr 37 MBq 22.8 MBq 0 MBq 37 MBq 

計 225.7 MBq 51.45 MBq 15.4 MBq 210.3 MBq 

 

 

【利用者のための講習会】 

動物実験支援部門（松本） 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2017 年 4 月 25 日 動物実験施設利用講習会 24 

 5 月 10 日 SPF 区域利用講習会 1 

 
5 月 8-9 日 

動物実験施設利用講習会（医学部医学科3年次自主研

究演習対象） 
- 

 5 月 12 日 感染実験区域利用講習会 3 



 5 月 22 日 動物実験施設利用講習会 10 

 5 月 29 日 動物実験施設利用講習会（再講習会） 8 

 7 月 20 日 動物実験施設利用講習会 7 

 9 月 22 日 感染実験区域利用講習会 15 

 9 月 29 日 動物実験施設利用講習会 1 

 10 月 10 日 有害実験室利用講習会 2 

 10 月 13 日 動物実験施設利用講習会（再講習会） 5 

 11 月 2 日 動物実験施設利用講習会 6 

 12 月 15 日 感染実験区域利用講習会 4 

2018 年 1 月 16 日 動物実験施設利用講習会 18 

 1 月 26 日 感染実験区域利用講習会 1 

 3 月 27 日 動物実験施設利用講習会（施設職員対象） 1 

動物実験施設利用講習会の主な内容 

１．実験動物、動物実験に関係する法令、学内規定（動物倫理ほか） 

２．動物実験計画書作成方法 

３．実験動物の飼養方法および注意点 

４．動物実験の実施方法および注意点 

５．動物実験施設利用の方法 

 

伊那キャンパス（農学部） 

 教育訓練 （8 回） 66 名 

 再講習会 （4 回）  8 名 

 

遺伝子実験支援部門 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2017 年 4 月 6 日 施設利用ガイダンス 50 

 4 月 25-26 日 Zeiss 蛍光微分干渉顕微鏡メーカー講習会 18 

 6 月 29 日 定期ＲＩ教育訓練 49 

 
6 月 30 日 

繊維学部応用生物科学系講演会（共催） 「イネの節と

無機栄養素の分配のしくみ」 講師: 山地 直樹 先生 

（岡山大学 資源植物科学研究所） 

99 

 

8 月 8 日 

遺伝子実験支援部門講演会 「Regulation of riboflavin 

biosynthesis in Bacillus subtilis : FMN riboswitches are 

not alone」 講師: Matthias Mack 先生 （ドイツ マンハ

イム工科大学） 

26 

2018 年 2 月 7-8 日 放射線利用に関する法令講習会 83 

 3 月 28 日 
信州大学菌類・微生物ダイナミズム創発研究センター

(CFMD)の外国人研究者招聘事業の一環 「Bacterial 
9 



chromosome organisation: oriC or not」 講師: Aswin Sai 

Narain Seshasayee 博士(インド国立生物科学センター) 

  遺伝子組換え実験等安全講習会 e-learning 166 

定期 RI 教育訓練、放射線利用に関する法令講習会の主な内容 

１．放射線基礎知識 

２．人体に与える影響 

３．安全取扱い、法令、予防規定 

 

機器分析支援部門 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2017 年 4 月 20 日 第 2 回機器分析基礎セミナー 「LC/MS を用いたプロテ

オミクス 原理と応用」 講師：佐藤 太 氏 （日本ウォー

ターズ株式会社） 

31 

 5 月 17-18 日 組織切片定量解析システム Vectra3 利用相談会 3 

 5 月 18 日 第 3 回機器分析基礎セミナー 「フローサイトメトリー 原

理と応用」 講師：二俣 吉樹 氏（日本ベクトン・ディッキ

ンソン株式会社） 

39 

 5 月 19 日 細胞自動解析装置 FACSCelesta 利用説明会 5 

 6 月 1 日 第 4 回機器分析基礎セミナー 「蛍光顕微鏡の原理と応

用」 講師：末永 佳代子 氏（カールツァイスマイクロスコ

ピー株式会社） 

29 

 6 月 2 日 超解像共焦点レーザー共焦点顕微鏡 利用説明会 7 

 6 月 7-8 日 超高感度共焦点レーザー共焦点顕微鏡 利用説明会 12 

 7 月 6 日 第 67 回機器分析技術講習会 「組織・細胞イメージング

定量解析セミナー」 講師：野村 守 氏、磯貝 真史 氏

（カールツァイスマイクロスコピー株式会社） 

19 

 7 月 6-7 日 組織・細胞イメージング定量解析システム利用説明会 6 

 9 月 28 日 超解像イメージング（Leica HyVolution2）利用説明会 16 

 10 月 26 日 第 68 回機器分析技術講習会 「シートイルミネーション

顕微鏡が切り開く 3D イメージングの新しい世界」 講師：

太間 明 氏、（ビーエム機器株式会社） 

10 

 11 月 9 日 第 69 回機器分析技術講習会 「フローサイトメトリーによ

る RNA とタンパク質の同時解析」 講師：鈴木 一矢 氏

（サーモフィッシャー株式会社） 

16 

 12 月 7 日 第 5 回機器分析基礎セミナー 「光学顕微鏡の基礎とデ

ジタルカメラ」 講師：山口 修 氏（カールツァイスマイク
36 



ロスコピー株式会社） 

2018 年 2 月 8 日 第 6 回機器分析基礎セミナー 「DNA シーケンシングの

基本原理と活用法」 講師：近藤 真人 氏（サーモフィッ

シャー株式会社） 

40 

 3 月 8 日 第 70 回機器分析技術講習会 「細胞エネルギー代謝機

能解析装置 細胞外フラックスアナライザーXF シリー

ズ」 講師：山下 正 氏（プライムテック株式会社） 

24 

 

機器分析支援部門伊那分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2017 年 7 月 11 日 FlowJo 利用者講習会  

 7 月 21 日 画像解析ソフト Image-Pro 利用者講習会  

 9 月 13 日 共焦点レーザー顕微鏡 Leica TCS SP2 講習会  

 

機器分析支援部門上田分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2017 年 4 月 5 日 2年生全体ガイダンス  

 4 月 20-21 日 学生合同ガイダンス  

 6 月 20 日 ラマン分光光度計メーカー講習会 8 

 7 月 7 日 ガスクロマトグラフ分析装置 GC-2014メーカー講習

会 
9 

 7 月 10 日 透過型電子顕微鏡 JEM-2100定期講習会 30 

 7 月 12 日 透過型電子顕微鏡 座学講習会 25 

 7 月 14 日 イオンクロマトグラフ講習会 3 

 11 月 14 日 表面プラズモン共鳴測定装置操作説明講習会 11 

 

機器分析支援部門長野分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2017 年 4 月 14 日 第 1 回共同利用機器ガイダンス，技術相談会 50 

 4 月 26 日 第 2 回共同利用機器ガイダンス，技術相談会 45 

 5 月 17 日 第 1 回 XRD/SEM セミナー ビギナー編 28 

 5 月 19 日 第 2 回 XRD/SEM セミナー ビギナー編 23 

 7 月 11 日 SEM セミナー ベーシック編(技術相談会) 35 

 7 月 11 日 XRD セミナー ベーシック編(技術相談会) 37 

2018 年 2 月 21 日 日立ハイテク(FlexSEM)セミナー 24 



 

RI実験支援部門 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2017 年 

4 月 25 日 

工学部における放射線業務従事者教育訓練 

（新規、継続従事者に対する人体影響、関連法令、安全

取扱いの一部を担当） 

10 

6 月 14 日 放射線業務従事者教育訓練（新規） 1 

7 月 18 日 放射線業務従事者教育訓練（新規） 5 

8 月 7 日 放射線業務従事者教育訓練（継続） 9 

10 月 20 日 放射線業務従事者教育訓練（新規） 1 

11 月 27 日 放射線業務従事者教育訓練（新規） 6 

随時 一時立入者向け教育訓練 80 

１．新規従事者に対する教育訓練の内容 

・ 放射線の人体に与える影響 

・ 放射線同位元素の安全取り扱い 

・ 放射線障害防止法及び関連法令 

・ 放射線障害予防規定 

２．継続従事者に対する教育訓練の内容 

・ センター名称変更に伴う事業所名変更、電離放射線健康診断、管理区域における注意事項

について 

３．一時立入者に対する 

・ 放射線管理区域における注意事項 

 

 

【施設維持管理】 

動物実験支援部門 

微生物モニタリング検査 

SPF 区域（１７項目） 4 回実施 結果いずれも陰性 

普通区域（4 項目） 4 回実施 結果いずれも陰性 

新規導入動物検疫検査 

  11 系統（内 4 系統は SPF 区域） 結果いずれも異常なし（陰性） 

 

遺伝子実験支援部門 

実施日 内容 

2017 年 6 月 6 日 閉鎖系温室引違戸の修理 



8 月 4 日-10 月 31 日 恒温実験室(3F)内壁の修理及び空調機の入替 

9 月 26 日 小型超遠心機一式 CS100GX（日立工機）の修理 

12 月 20 日 
超純水製造機（アリウム mini plus UV）（ザルトリウスジャパン）の新規導

入 

2018 年 2 月 16 日 オートクレーブ MLS-3750（サンヨー）の修理 

2 月 22 日 真空凍結乾燥機 FDU-830（東京理化）の修理。 

2 月 23 日 
蛍光微分干渉顕微鏡 AxioImager M1（カールツァイス）解析ワークステ

ーション PC の更新 

 

機器分析支援部門 

実施日 内容 

2017 年 6 月 20 日 
共焦点レーザー顕微鏡（Leica TCS SP2 AOBS）を改修して機器分析支

援部門伊那分室に移設 

7 月 20 日 
共焦点レーザー顕微鏡（Leica TCS SP8 with HyD）に超解像イメージン

グソフトウエア(Leica HyVolution2)を導入 

12 月 25 日 超純水製造装置の更新 

 

機器分析支援部門伊那分室 

実施日 内容 

2017 年 6 月 29 日 FACS 解析ソフト及び PC の導入 

7 月 6 日 画像解析用ソフト及び PC の導入 

7 月 7 日 全自動細胞解析装置メンテナンス 

7 月 10 日 共焦点レーザー顕微鏡 Leica TCS SP2 の移設 

9 月 28 日 全自動細胞解析装置メンテナンス 

12 月 1 日 高分解能フーリエ変換核磁気共鳴装置メンテナンス 

2018 年 1 月 26 日 液体クロマトグラフ質量分析計メンテナンス 

2 月 リアルタイム PCR 装置導入 

 

機器分析支援部門上田分室 

実施日 内容 

2017年 4月 1日 JEM-2100透過型電子顕微鏡年間保守 



8月 1日 イオンクロマトグラフ整備/点検 

9月 13 日 JSM-6010LA型 走査電子顕微鏡年間保守 

10月 4 日 表面プラズモン共鳴測定装置 BiacoreX修理 

 

機器分析支援部門長野分室 

実施日 内容 

2017 年 6 月 26 日 熱分析装置部品交換 

7 月 28 日 FE-SEM(S-4100)点検整備 

9 月 22 日 X 線回析装置管球交換 

11 月 1 日 EPMA 点検整備 

12 月 5 日 TEM 点検整備 

12 月 12 日 STEM ドライポンプ整備 

12 月 14 日 FE-SEM(SU8000)点検整備 

2018 年 1 月 30 日 液体窒素点検整備 

 

RI実験支援部門 

実施日 内容 

2017 年 6 月 12-13 日 

 

第 1 回法定施設点検（信州大学基盤研究支援センター放射線障害予

防規程第 23 条） 

12 月 19-20 日 
第 2 回法定施設点検（信州大学基盤研究支援センター放射線障害予

防規程第 23 条） 

 

（１）被ばく・線量測定 

外部被ばく （測定：ガラスバッジ, 評価者：千代田テクノル） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 計 

従事者数（人） 2 2 3 3 3 3 3 3 2 3 3 3 33 

(内)女性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

被ばく線量(mSv) X X X X X X X X X X X X X 

X: 検出限界未満（有意な被ばくなし） 

 

内部被ばく （測定：使用数量より算定, 評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 計 



対象者数（人） 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 5 

被ばく線量(mSv) * * * * * * * * * * * * * 

*: 0.1 mSv 未満（有意な被ばくなし） 

 

作業環境測定 （測定：吸引捕集後、液体・フィルタ試料を測定（空気中濃度）・NaI シンチレーショ

ンサーベイメータ（空間線量）・拭き取り採取後、濾紙試料を測定（表面汚染密度），評価者：大和

アトミックエンジニアリング） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 

空気中濃度測定 * * * * * * * * * * * * 

空間線量率測定 * * * * * * * * * * * * 

表面汚染密度測定 * * * * * * * * * * * * 

*: 異常なし（法定限度未満） 

 

排気濃度測定 （測定：βガスモニタ（3H、51Cr）・γガスモニタ（131I），評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 

３H * * * * * * * * * * * * 

125I * * * * * * * * * * * * 

*: 異常なし（法定限度未満） 

 

排水濃度測定 （測定：β水モニタ・γ水モニタ，評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 合計 

測定・排水回数 0 0 1 1 2 0 2 2 0 0 0 0 8 

測定結果 — * * * * * * * * — — * * 

排水量 [m3] — — 7.5 6.5 19.0 — 23.0 6.5 — — — — 62.5 

*: 法定濃度限度未満（無希釈にて排水可能であることを確認） 

 

放射性廃棄物の保管・引渡状況 （対応者：放射線取扱主任者） 

種類 可燃 難燃 不燃 非圧縮 無機液体 有機液体 ﾌｨﾙﾀｰ その他 

保管量（期首：L） 50 100 50 0 25 25 798 25 

引渡量（L） 0 50 0 0 0 0 798 0 

保管量（期末：L） 100 150 100 100 25 25 0 25 

引渡先: 日本アイソトープ協会，引渡日: 2016 年 5 月 17 日 

 

 

【教育活動】 

学内教育活動 



氏名 対象 授業、内容等 

松本 清司 大学院医学系研究科 医科学研究遂行特論 分担「医科学研究に

おける動物実験の意義」 

吉沢 隆浩 医学部保健学科 実験動物学 分担「実験動物とその利用、法

令、倫理、動物実験の実例（トランスレーショ

ナルリサーチ）」 

吉沢 隆浩 農学部 アニマルウェルフェア科学 分担「実験動物

とその利用、法令、倫理、動物実験の実例

（トランスレーショナルリサーチ）」 

松村 英生 信州大学繊維学部応用生

物科学系 

ゲノム生物学 

松村 英生 信州大学繊維学部応用生

物科学系 

遺伝子解析技術論 分担（遺伝子組換え生

物取扱の法的ルール、ゲノム編集、突然変

異体の利用などを分担） 

松村 英生 信州大学繊維学部応用生

物科学系 

バイオインフォマティクス 分担（コマンドライ

ンを利用した DNA データ解析などを分担） 

松村 英生 信州大学繊維学部応用生

物科学系 

情報科学演習 分担（エクセルを用いた表計

算の利用方法などを分担） 

小笠原 寛 信州大学繊維学部応用生

物科学系 

遺伝子解析技術論 分担（遺伝子発現解

析、タンパク質間相互作用解析などを分担） 

小笠原 寛 信州大学繊維学部応用生

物科学系 

バイオインフォマティクス 分担（データベー

スを利用した相同性解析などを分担） 

小笠原 寛 信州大学繊維学部応用生

物科学系 

情報科学演習 分担（パワーポイントを用い

たスライド作成、実践的なプレゼンテーション

のコツ、プレゼンテーション演習などを分担） 

山上朋彦，菊地理

佳 

工学部物質化学科 2 年生 物理化学実験(表面，電子顕微鏡，元素分

析) 

廣田 昌大 医学部保健学科検査技術

科学専攻 

RI 検査学 分担 

（放射能と半減期、法令、安全取扱いに関す

る部分担当） 

 

 

【社会活動】 

各種委員会活動 

氏名 機関名 委員等 

松本 清司 内閣府食品安全員会 専門参考人 



農薬専門調査会 幹事会 

松本 清司 内閣府食品安全委員会 

第二部会 

専門参考人 

松本 清司 国立大学法人動物実験施

設協議会 

動物実験に関する外部検証事業 専門委員 

吉沢 隆浩 信州実験動物研究会 幹事 

松村 英生 全国大学遺伝研究支援施

設連絡協議会 

広報委員 

下里 剛士 日本乳酸菌学会 評議員 

下里 剛士 北信越畜産学会 監事 

廣田 昌大 日本アイソトープ協会 放射線安全取扱部会広報専門委員会委員 

廣田 昌大 原子力安全研究協会 IAEA 国際基本安全基準（BSS）検討会委員 

 

研修会、公開講座、出前講義、講演等 

氏名 場所 内容等 

松本 清司 

吉沢 隆浩 

第 5 回実験動物科学シン

ポジウム（2016 年度） 

「医学研究を支える実験動物科学―サル類

―」（日本実験動物学会・信州実験動物研究

会 共催； 実行委員長） 

松村 英生 

小笠原 寛 

遺伝子実験支援部門 長野県諏訪陵高校生徒に対する遺伝子操作

体験実習の指導 

下里 剛士 アグリビジネス創出フェア

2017 

農林水産省若手農林水産研究者表彰農林

水産技術会議会長賞受賞講演 

下里 剛士 信州コロイド＆界面科学研

究会 

オリゴ DNA の腸管送達系の構築と全身免疫

系の制御 

森脇 洋 上田創造館 ふしぎ・なるほど・サイエンス 

森脇 洋 佐久市子ども未来館 こども体験！ワークショップフェスティバル 

廣田 昌大 （公社）日本アイソトープ協

会 

放射線取扱主任者試験講習（物理）講師 

廣田 昌大 （株）青森原燃テクノロジー

センター 

放射線取扱主任者試験講習（物理）講師 

廣田 昌大 愛知県立知立東高等学校 放射線に関する出前講義 

廣田 昌大 （一社）日本原子力文化財団

（長野県東御清翔高等学校、

上越市立柿崎中学校） 

放射線、エネルギーに関する出前講義 

 

 



【その他】 

動物実験支援部門 

動物実験小委員会開催回数 

医学系動物実験小委員会 34 回 

農学系動物実験小委員会 20 回 

 

委員会議事録等 

平成 29 年 動物実験委員会 

   日時： 平成 30 年 3 月 22 日(木) 

   議事内容：1) 遺伝子組換え動物の学外への無断持ち出し等について 

   2) 平成 29 年活動報告について 

3) 平成 29 年自己点検評価報告書（案）について 

4) 信州大学動物実験等実施規定の改訂 

5) 平成 30 年度以降の副委員長指名 

6) その他（農学部対象の全国アンケート調査について、蛇の飼養保 

管施設（理学部）および動物実験計画書について、承認済動物実 

験計画書（写）の動物実験施設保管について） 

 

動物実験施設利用者会議 

日時： 平成 30 年 4 月 16 日（月） 

  議事内容：1) 平成 29 年度活動報告 

    2) 平成 29 年動物実験委員会報告 

    3) 動物実験施設の各種管理方法に関する報告 

    ・動物実験計画書（写）の施設内保管 

    ・動物移動届 

 4） 新たな受託業務について（遺伝子編集による遺伝子改編動物作 

   製） 

5) その他 

・「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」解

説書 

・感染実験区域利用方法 

・自己点検票の提出 

 

動物実験支援部門会議 

日時： 平成 30 年 9 月 3 日（月） 

議事内容： 1) 平成 29 年度決算案 



2) 平成 30 年度事業計画案 

3) 平成 30 年度予算案 

4) 施設利用料金内規の一部改訂 

5) その他（平成 29 年度事業報告、ゲノム編集技術を用いた遺伝 

子改編動物作製受託業務、その他） 

 

機器分析支援部門上田分室 

学生団体 P-DEX活動の支援 27名 

（技能検定修了者：7名; ３Dプリンタ初級 2名, 中級１名, LCMS初級 2名, SEM

初級 2名） 

 

使用機器 研究テーマ 

液体クロマトグラフ質量分析装置 

（LCMS -2010A） 

マイクロプラスティックへの汚染物質

の吸着について 

走査型電子顕微鏡（JSM-6010LA） マイクロプラスティックの表面観察 

水中スピーカー（UETAX製） 音波照射による魚の行動変化について 

インキュベータ（SL1-211) 新規微生物の探索 

UP！Plus （マイクロファクトリー社製） ３Dプリンタを用いた新規部品の作製 

ワイヤーカット放電加工機（AQ325L） 複雑な機構の加工 

ミシンプラザ JUKI HZL-F3000 

ベビーロック BL66EXS 

古着を再利用し、新しい着物を作る 

 

 

【センター利用による業績一覧】  

◇ 機器分析施設利用 ◆ 遺伝時実験施設利用  

〇 動物実験施設利用 ● RI 実験施設利用 
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